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米国の公衆衛生大学院生の現状と動向

21世紀の日本における公衆衛生大学院構想の基礎資料の一環として
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目的　米国には，多彩な学術分野の専門家らが卒後教育の一環として衛生・公衆衛生学の方法論

を学ぶ場として公衆衛生大学院が存在している。このような米国公衆衛生大学院の現状をも

とに，わが国における公衆衛生大学院構想に向けた基礎資料を提示する。

方法　米国における公衆衛生従事者に対しての教育および訓練を促進する団体である公衆衛生学

校協会（Association of Schools of Public Health: ASPH）の発表資料を用いて，米国公衆衛生

大学院における応募者および学生，卒業生の動向を解析する。

結果　1998年秋入学における米国公衆衛生大学院28校全体の応募者数は19,750人であり，女性の

割合が全学科で男性の割合を大きく上回っている。過去11年を通してみると，入学者全体に

占める女性の割合はほぼ一定であるが，人数は11年前より増加している。1998年の総学生の

うち，半数以上がMaster of Public Health（MPH）プログラムに入っている。過去11年間を

みても，MPHは最も一般的な取得学位となっており，取得学位別の学生の割合は88年から

ほとんど変化がみられない。公衆衛生大学院28校中11校には，公衆衛生学分野の学位とそれ

以外の学位を重複履修するためのJoint Degree Program （重複学位制度）があり，学生の

2.1％が登録している。

考察　わが国では医学教育の1部門として公衆衛生学が存在しているのに対し，米国では主とし

て，すでに一定の資格や経験を有する人を対象にした公衆衛生学の独立大学院が，実用的で

実践的な知識や技術の教育を行っている。その中に設置されているMPHプログラムは，公

衆衛生の専門家を養成するための卒後教育の一環として高い評価を受けている。国際医療協

力などに従事するためには，MPHを取得していることが重要な要素となっており，このよ

うな分野で活躍できる人材養成という観点からも，わが国においても公衆衛生分野の大学院

を設置することが求められている。また，重複学位制度などの内容の充実したプログラムの

確立は，現代の学生の学習意欲を増進し，大学院選択の重要な鍵を学生に提供すると考えら

れる。
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